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テーマ5 印旛沼流域：研究開発の概要

■目的

市町村の境界を越えた「流域」のスケールでの、グリーンインフラの保全・再生を進め方を確立する。

■研究内容

• 流域スケール：
グリーンインフラ導入のための
「マップ」と「メニュー」の整備

• 自治体～サイトスケール：
産官学民連携によるグリーン
インフラ活用推進体制の構築
連携による実践と評価

・他テーマとの連携：
→ウェルビーイングとの関係

 解明
→評価・認証制度の適用

印旛沼流域
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テーマ5：研究開発内容のポイント・社会実装の考え方①

グリーンインフラ導入のためのマップとメニュー
⇒「どこで・何をしたら・どのような効果が期待できるか」 流域スケールで提示
地域計画の視点： 合理的・計画的なグリーンインフラ導入
実施主体の視点： 実施効果の可視化、ランドスケープアプローチによるネイチャーポジティブの実現

マップ例：地下水涵養機能

環境指標種の分布ポテンシャル

ウェブGISでの共有

有効なグリーンインフラのメニュー化
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テーマ5：研究開発内容のポイント・社会実装の考え方②

産官学民連携によるグリーンインフラ活用推進体制構築 中間支援法人の設立、役割の研究

認識共有を促進するデジタルツールの開発

水平展開に向けて
⇒資金メカニズムの確立、法制度の課題整理
⇒手引書等への反映

⇒計画的なＧＩ導入のあり方、ＧＩ導入による地域活性化・
ブランド価値向上・ウェルビーイング向上のモデルケース
の確立
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